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はじめに
本製品には、SoftEtherプロジェクト様のSoftEther VPN クライアント がインストールされております。
素晴らしいソフトウエアを 卓越した技術で開発していただきました、登大遊様はじめ、関係者の方々に深く
感謝いたします。
SoftEther VPNの著作権に関する表記は、本マニュアルの巻末に記載いたします。

シェアウエア版VPN+WIFIアクセスポイントの試用期間について
本ソフトウエアはシェアウエアです。　プロダクトキーを入力するまでは、電源投入後1時間は制限なしにお試し
いただけます。　1時間経過後はプロダクトキーを入手して入力してください。
プロダクトキー入手方法はご自身のVPN+WIFIアクセスポイントの設定画面上部のリンクをクリックして確認して下さい。
試用を継続する場合は、一度電源を抜いてから入れ直して下さい。

本製品の特長
本製品はSoftEther VPN クライアントをインストールしたWIFIアクセスポイントです。

ブラウザで本製品の設定画面を開き、自分用のSoftEther VPNサーバー（あるいは VPNサーバーBOX2*）のアドレス、
ポート番号、仮想ハブ名、ユーザー名、パスワードを登録すると、本製品はVPN接続を確立し、ワイヤレスネットワーク
アダプタをアクセスポイントモードにしてVPNサーバーへの直接接続を提供します。

このアクセスポイントに接続したPCやスマートフォンには、VPNサーバーが設置されている場所のルータからDHCPにて
IPアドレスが自動的に割り振られ、VPN接続先のネットワークに直接接続しているのと完全に同じ状態になります。

自宅外から自宅のネットワークの共有フォルダにアクセスしたり、日本でしか利用できないサービスを海外で使用
することが可能になります。

*VPNサーバーBOX2の詳細は http://www.starstonesoft.com/VPNServerBox.htm をご参照ください。

ご用意いただくもの

・Raspberry pi 3　　１ ・USB WIFIドングル（オプション）
・8GB以上のマイクロSDカード　　１ WAN側を無線LAN接続したいときに必要です。
・ACアダプタ（5V、1A以上）　　１ LANケーブルで接続する場合は必要ありません。
・マイクロUSBケーブル　　１ 海外で入手可能なものでは Tenda W311MI,
・LANケーブル　　１ 国内ではバッファロー WLI-UC-GNMEが使用可能です。

※Raspberry Pi 3のACアダプタは、メーカー推奨は2.5Aのものとなっていますが、ディスプレイやキーボード、マウスを
接続しない状態で本ソフトウエアを使用する場合、実測で電流が0.5Aを超えることはほとんどありませんので、１Aの
ACアダプタでも安定した動作が可能です。
※Raspberry PiとSDカードの相性について
Raspberry piはSDカードのメーカー、品番によって相性が合わず、以下のような症状が出ることがあります。
・電源を入れても起動しない
・しばらく使用して温まった状態で電源を入れ直すと起動できない
・当初起動できても使用中にSDカード内のファイルが破損して起動できなくなる（SDカードを書き直すと直る）
このような場合は SDカードの相性が悪いので、ほかのメーカー、品番のものに交換してください。
（SanDisk製のSDSDQAB-008G、SDSDQAB-016Gは相性問題が発生したことがありませんので推奨します）

マイクロSDカードの書き込み
ダウンロードしたファイル VPN+WIFIAP_swv.img をマイクロSDカードに書き込む方法について説明します。
　1.　Windows のPCとSDカードリーダを用意します。
　2.　Win32 Disk Imager をダウンロードします。　http://sourceforge.jp/projects/sfnet_win32diskimager/
　3.　SDカードリーダにSDカードを差し込み、Windows上でカードが認識されるのを待ちます。
　4.　カードが認識されたら、Win32 Disk Imagerを起動します。
　5.　Image File欄のボタンを押し、ダウンロードしたファイル VPN+WIFIAP_swv.imgを選択します。
　6.　Device欄に新しいSDカードのドライブレターが正しく選択されているかを確認します。
　（間違えてほかのデバイスに書き込みをしないように注意します）
　7.　準備ができたら Write のボタンを押し、完了するまで待ちます。
　※書き込みが途中で失敗してしまう場合はSDカードリーダを交換してみてください。
　　 100円ショップで販売されているようなものでも大丈夫です。
　　書き込みが完了したら、SDカードを raspberry pi にしっかり差し込めば準備完了です。
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VPN+WIFIアクセスポイント の接続と設定

　　接続と設定
　　　
１．SDカードがしっかり奥まで挿し込まれていることを確認してください。　抜けかかったまま電源を入れると
故障することがあります。

２．ご使用中のルータのLAN側空きポートに Raspberry Pi 3をLANケーブルで接続します。
ルータのLANポートに空きがない場合は、スイッチングハブなどで増設してください。

３．イヤフォン端子にイヤフォン、ヘッドフォン、アンプつきスピーカーなどを接続し、音声が聞こえるように準備します。

４．電源端子にACアダプタ用マイクロUSBケーブルを挿しこみ、ACアダプタ側に接続後、コンセントに挿し込んでください。

５．電源を入れると１５秒ほどで次の順に音声が流れます。
　・「起動しました」
　・「IPアドレスは ……」 

（本機に割り当てられたIPアドレスが、３回繰り返し読み上げられますのでメモしてください）
　・「VPN接続の設定を行って下さい」

６．本機を接続しているLAN内にあるPCかスマートフォンのブラウザで、上記５．でメモしたIPアドレスを開きます。
たとえばIPアドレスが 192.168.12.4 である場合は、http://192.168.12.4 を開いて下さい。
設定ページにアクセスするためのユーザー名、パスワードは 両方とも admin です。

①このページへのアクセスパスワードの設定
ブラウザで設定ページを開くときに入力するパスワードを変更することができます。　変更後にパスワードが
わからなくなるとSDカードを書き直さなければ修復できませんのでご注意ください。
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②接続するVPNサーバーの設定
自分用のSoftEther VPNサーバーの情報を入力します。

たとえば上の図のようになります。　（ホスト名の代わりにグローバルIPアドレスを入力することもできます。）
仮想ハブ名は、Windows版SoftEther VPNサーバーの場合、初期値はDEFAULT、VPNサーバーBOX2では　VPNと
なっています。　VPNサーバーBOX2をVPNサーバーにする場合は、UPnP機能でポート開放を行うか、使用したいポート
番号のポート転送設定を、サーバーが設置されている側のネットワークのルータに対して行って下さい。

VPNサーバーBOX2の設定例（本機の設定画面ではありません）

詳細は http://www.starstonesoft.com/VPNServerBox.htm をご参照ください。
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入力後、適用ボタンをクリックしますとVPNサーバーへの接続を試行し、VPNサーバーからIPアドレスが割り当てられる
段階まで成功したら本機は再起動します。
接続に失敗した場合は 戻る をクリックし、VPNサーバーのアドレス、ポート番号、仮想ハブ名、ユーザー名、パスワード
を確認してください。
接続に成功した場合、再起動後はイヤフォンから以下の順に音声が流れます。
　・「起動しました」
　・「IPアドレスは ……」 
　・「VPN接続しました」
　・「ルーティングテーブルを書き換えました」
　・「WIFIアクセスポイントを起動しました」
　・「ブリッジ接続を完了しました」
ここまで数十秒で完了しますので、近くのPCやスマートフォンでWIFI接続できるか確認してください。
アクセスポイントの初期値は
　SSID：VPN-AP
　パスワード：pass12345678
となっています。

③アクセスポイントの設定
アクセスポイントのSSIDとパスワードを変更するには、設定画面内の下記箇所を変更して 適用ボタンをクリックして
ください。
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④WAN側設定　（オプションのUSB WIFIドングル装着時のみ設定可能です）
USB WIFIドングルを挿し込んで起動すると、”無線LANで接続”が選択できるようになります。　WAN側が無線LAN
ルータや公衆無線LAN、モバイルルータなどの場合で有線LAN接続ができない場合に使用します。
USB WIFIドングルを挿し込んでいるにもかかわらず”無線LANで接続”が有効にならなかったり、SSIDの一覧が
表示されていない場合は、ページを再読み込みしてみてください。

④本機の電源を切ります
シャットダウンボタンをクリックすると本機のOSを正常に終了します。
通常の使用状態においては、本機を持ち歩いて外出先の有線LANに接続し、WIFIアクセスポイントに接続したPCや
スマートフォンを利用することを想定しており、その場合は設定画面を開いてシャットダウンのボタンをクリックするのは
面倒です。
Raspberry pi と マイクロSDカードの相性が良い場合は、上記シャットダウンボタンで終了させなくても、ACアダプタを
抜いて電源を切ってもSDカード内のファイルが破損することはまずありませんので、ACアダプタの抜き差しで電源の
オン・オフ行って下さい。

サポートについて

下記サイトにて最新の情報をご案内しております。
http://www.starstonesoft.com/

メールでのお問い合わせは
contact@starstonesoft.com

までご連絡ください。

©2014-2016 スターストーンソフト  www.starstonesoft.com
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SoftEther VPN のライセンス表記


